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一
般
会
計

　

当
初
予
算
は
約
１
６
６
億

３
６
０
０
万
円
、
10
回
の
補

正
を
行
い
最
終
予
算
額
は
２

１
５
億
円
４
９
９
３
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
は
１
８
７
億

５
９
８
３
万
円
に
対
し
て
歳

出
決
算
額
は
１
８
３
億
２
６

６
５
万
円
で
翌
年
度
繰
越
分

を
除
く
と
実
質
収
支
額
は
４

億
１
４
３
７
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

単
年
度
収
支
は
マ
イ
ナ
ス

６
４
５
３
万
円
で
財
政
調
整

基
金
に
２
億
２
５
８
０
万
円

を
積
立
し
、
実
質
単
年
度
収

支
は
１
億
６
１
２
８
万
円
で

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

　

町
税
は
９
億
９
５
８
５
万

円
、
昨
年
よ
り
４
１
６
万
円

増
加
し
ま
し
た
。

　

経
営
規
模
の
大
き
な
事
業

者
の
増
益
や
住
宅
の
新
築
な

ど
に
よ
り
法
人
町
民
税
や
固

定
資
産
税
が
増
え
ま
し
た
。

　

国
か
ら
の
普
通
交
付
税
は

前
年
度
比
２
億
８
３
０
１
万

円
増
の
36
億
７
１
６
３
万
円
、

特
別
交
付
税
は
前
年
比
６
１

２
７
万
円
増
の
15
億
７
９
１

８
万
円
で
し
た
。

歳
出

　

公
債
費
（
借
金
返
済
）
は

19
億
４
０
０
７
万
円
、
前
年

度
と
比
較
し
同
規
模
で
し
た
。

　

物
件
費
（
光
熱
費
、
賃
借

料
、
委
託
料
等
）
は
23
億
４

９
３
４
万
円
、
補
助
費
等

（
負
担
金
、
補
助
金
及
び
交

付
金
等
）
は
34
億
４
６
７
７

万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
と

比
較
し
て
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

基
金
の
状
況

　

基
金
は
将
来
の
借
金
返
済

を
考
え
、
前
年
と
比
べ
２
億

７
６
０
１
万
円
上
積
み
し
、

総
額
49
億
６
２
２
０
万
円
を

積
み
立
て
し
て
い
ま
す
。

町
立
診
療
所
特
別
会
計　

診
療
収
入
は
前
年
と
比
較
し

入
院
患
者
増
、
外
来
患
者
減

で
前
年
度
比
３
７
７
万
円
増

の
２
億
９
７
３
万
円
で
す
。

　

前
年
と
比
較
し
入
院
収
入

は
８
３
７
万
円
増
、
外
来
収

入
は
４
９
０
万
円
減
で
し
た
。

　

へ
き
地
直
診
調
整
交
付
金

８
５
０
５
万
円
交
付
、
町
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
と

し
て
１
億
４
７
１
３
万
円
繰

入
、
歳
入
合
計
は
５
億
２
４

３
５
万
円
、
歳
出
合
計
は
４

億
８
０
１
３
万
円
で
し
た
。

下
水
道
事
業
会
計

　

下
水
道
事
業
会
計
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
公
営
企
業
会

計
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
間
の
企
業
活
動
を
表

す
収
益
的
収
支
は
、
収
入
は

合
計
２
億
１
１
９
０
万
円
、

支
出
は
１
億
９
２
８
４
万
円

で
し
た
。

　

主
に
施
設
の
建
設
や
設
備

投
資
な
ど
の
資
本
的
支
出
を

賄
う
た
め
に
得
ら
れ
る
資
本

的
収
入
は
１
億
４
９
６
３
万

円
、
資
本
的
支
出
は
２
億
５

１
５
万
円
で
し
た
。

令和６年度 一般会計・診療所特別会計

188億円の決算を認定

佐藤副町長

町の発展を反映する大規模決算が議会で認定

Ｑ
（
飯
塚
達
央
議
員
）

　

令
和
６
年
度
ふ
る
さ
と

納
税
は
26
億
円
の
寄
付
金

が
あ
り
、
令
和
７
年
度
以

降
は
毎
年
40
億
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
根

拠
は
。

Ａ
（
町
長
）

　

昨
今
の
米
価
高
騰
、
米

不
足
も
相
ま
っ
て
今
後
も

40
億
円
程
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
金
は
期
待
で

き
、
40
億
円
を
目
標
と
す

る
町
の
意
気
込
み
で
す
。

● 

９
月
９
日
、
定
例
議
会
の
１
日
目
に
令
和
６
年
度

の
一
般
会
計
、
診
療
所
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業

会
計
の
各
決
算
に
つ
い
て
、
佐
藤
副
町
長
よ
り
決

算
説
明
、
長
原
代
表
監
査
員
よ
り
監
査
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

● 

総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
て
９
月
10
日
、
11
日
に
各
課
か
ら
決
算
認
定
の

判
断
に
必
要
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

● 

９
月
16
日
、
定
例
議
会
の
２
日
目
に
各
会
計
の
決

算
を
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。
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単位：千円

※令和５年度より地方公営企業会計となった下水道事業会計を除く

単位：千円

 （単位：千円）
会　　　　計　　　　別 歳　　　入 歳　　　出 残　　　高

一 般 会 計 18,759,828 18,326,647 433,181
東川町立診療所特別会計 524,351 480,132 44,219
合 　 　 　 計 19,284,179 18,806,779 477,400
前 　 年 　 度 17,789,741 17,246,893 542,848
比 較 増 減 額 1,494,438 1,559,886 △ 65,448

（単位：千円・％）
年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

町 税 915,434 920,324 1,017,393 991,685 995,848
分担金及び負担金 16,807 27,457 34,526 41,179 37,187
使用料及び手数料 216,593 195,157 255,989 292,589 296,238
財 産 収 入 28,866 24,637 31,958 33,281 32,979
寄 附 金 903,817 1,295,917 1,384,727 2,053,172 2,961,498
繰 入 金 458,209 480,268 776,606 1,066,911 1,035,483
繰 越 金 179,237 318,707 458,264 680,597 480,579
諸 収 入 445,955 362,035 429,763 480,340 690,849

計
25.53 28.13 27.27 32.66 34.81 

3,164,918 3,624,502 4,389,226 5,639,754 6,530,661

不動産売払収入
を除いた計

25.45 28.12 27.26 32.58 34.75
3,155,012 3,623,275 4,387,184 5,625,357 6,519,756

歳 入 決 算 額 12,397,438 12,884,063 16,092,496 17,267,873 18,759,828

区分

表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況

表 2 自主財源の年度別比較表 2 自主財源の年度別比較

表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況

表 2 自主財源の年度別比較表 2 自主財源の年度別比較

歳　入

歳　出

自主財源 34.8%

消費的経費 46.0％

その他 13.5%

■■町税995,848　5.3％

■■繰入金1,035,483　5.5%
■■諸収入690,849　3.7%

■■繰出金
　205,251 1.1％

■■積立金・その他
　2,262,748　12.4％

■■地方交付税
　5,250,810　28.0%　

■■補助事業
　1,742,324 9.5%

■■維持補修・扶助費
　869,652 4.7%

■■その他409,295
　2.2%
■■町債4,519,365
　24.1%

■■国・道支出金
　2,049,697 　10.9%

■■その他
　3,512,243
　18.7%

■■単独事業等
　3,741,001 20.4%

■■元金
　1,874,360 10.2％　1,874,360 10.2％

■■利子
　65,712 0.4％

■■使用料・手数料
　296,238　1.6%

■■人件費
　1,769,485 9.7%

■■物件費
　2,349,343 12.8%

■■補助費
　3,446,771 18.8%

公債費 10.6%

依存財源 65.2％

投資的経費 29.9％

歳入総額
18,759,828千円
100.0％

歳出総額
18,326,647千円
100.0％

（3）東川町議会報 207 号



一
般
会
計
補
正 

第
４
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
を
31

億
４
３
６
０
万
円
増
額
し
、

総
額
は
１
８
７
億
６
５
２
７

万
円
で
、
主
な
も
の
は
次
の

通
り
で
す
。

歳
出

①
指
定
避
難
所
防
災
強
化
事

業　
　
　
（
５
５
３
８
万
円
）

　

道
草
館
に
隣
接
す
る
住
宅

を
地
域
公
共
交
通
の
バ
ス
待

合
所
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、

実
施
設
計
な
ど
に
係
る
経
費

と
土
地
購
入
費
で
す
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
募
集
等
推

進
事
業　
　
　
　
（
12
億
円
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
の

増
額
に
伴
う
返
礼
品
や
受
付

事
務
等
委
託
料
の
経
費
を
増

額
し
ま
す
。

③
写
真
の
町
ひ
が
し
か
わ
株

主
事
業　
（
８
０
４
０
万
円
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
の

増
額
に
伴
う
通
信
運
搬
費
と

事
務
委
託
料
を
増
額
し
ま
す
。

④
多
文
化
共
生
2.0
つ
な
が
る

東
川
共
生
モ
デ
ル

（
４
億
７
８
３
３
万
円
）

　

留
学
生
の
受
け
入
れ
施
設

の
整
備
や
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
な
ど
の
費
用
で
す
。

⑤
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

対
策
事
業（
４
０
０
０
万
円
）

　

昨
年
度
実
施
し
た
定
額
減

税
で
、
所
得
確
定
に
伴
い
支

給
額
に
不
足
が
生
じ
る
方
に

対
し
て
調
整
給
付
を
行
う
た

め
の
経
費
で
す
。

⑥
東
町
４
丁
目
団
地
ス
ト
ッ

ク
総
合
改
善
事
業

（
４
７
０
５
万
円
）

　

公
営
住
宅
東
町
４
丁
目
団

地
の
工
事
請
負
費
な
ど
で
す
。

⑦
写
真
の
町
ひ
が
し
か
わ
株

主
基
金
事
業　
　
（
12
億
円
）

　

今
年
度
の
実
施
事
業
に
充

て
る
た
め
の
積
立
金
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

①
東
川
町
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

②
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

③
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

④
東
川
町
乗
合
バ
ス
の
運
行

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

請
負
契
約

西
５
号
道
路
改
良
工
事

（
１
億
１
６
４
万
円
）

　

５
社
に
よ
る
指
名
競
争
入

札
を
行
い
、
㈱
ベ
ス
ト
が
落

札
し
ま
し
た
。

規
約
の
変
更

①
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の

変
更

②
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更

③
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員

　

宇
佐
美
昇
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
長

　

杉
山
昌
次
氏
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　

大
塚
祐
子
氏
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

被
表
彰
者
の
推
薦

善
行
表
彰

・
藤
田　

裕
三　

氏

・
西
山　

陽
一　

氏

・
㈱
産
業
創
成
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー

・
バ
ー
セ
タ
ル
㈱

・
㈱
イ
ン
テ
リ
ッ
ク
ス

・
㈱R-body

・
エ
ア
・
ウ
オ
ー
タ
ー
・
産

業
・
医
療
ガ
ス
㈱　

・
㈱
ス
ピ
ッ
ク

・
㈱
竹
村
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
大
地
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

・
㈱
盛
永
組

・
㈱
高
組

・
㈱
内
田
洋
行

第
３
回
定
例
会

第
５
回
臨
時
会

（
８
月
６
日
）

一
般
会
計
補
正 

第
３
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５

０
０
万
円
を
増
額
し
、
総
額

は
１
５
６
億
２
１
６
６
万
円

で
す
。

歳
出

地
方
創
生
応
援
税
制
魅
力
発

信
事
業　
（
２
５
０
０
万
円
）

　

元
文
化
庁
長
官
の
近
藤
誠

一
氏
に
よ
る
「
日
本
人
の

心
」
を
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

に
よ
り
、
第
６
巻
を
発
刊
す

る
費
用
で
す
。

請
負
契
約

①
上
岐
登
牛
道
路
改
良
工
事

（
５
７
５
３
万
円
）

　

５
社
に
よ
る
指
名
競
争
入

札
を
行
い
、
㈱
藤
田
組
が
落

札
し
ま
し
た
。

②
万
年
橋
架
替
工
事
２
工
区

（
１
億
８
３
１
５
万
円
）

　

５
社
に
よ
る
指
名
競
争
入

札
を
行
い
、
花
本
建
設
㈱
が

落
札
し
ま
し
た
。

第３回第３回  定例会を開催定例会を開催
●　
第
３
回
定
例
会
を
、
令
和
７
年
９
月
９
日
か
ら
16

日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

●　
４
名
の
議
員
が
、
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

●　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
を
認

定
し
ま
し
た
。

●　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算

案
・
人
事
案
件
・
条
例
案
・
請
負
契
約
・
報
告
な

ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
可
決
ま
た
は
同
意
・

報
告
済
と
し
ま
し
た
。

●　
東
川
町
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。
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な
れ
ば
遅
滞
な
く
変
更
契
約

を
締
結
す
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。

●
見
積
書
の
徴
収
に
つ
い
て

　

随
意
契
約
に
際
し
て
相
手

方
よ
り
見
積
書
を
徴
し
て
い

ま
す
が
、
一
部
に「
一
式
見

積
書
」が
あ
る
の
で
透
明
性

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
今
後

は
数
量
・
単
価
を
記
し
た

「
詳
細
見
積
書
」を
徴
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

●
診
療
所
特
別
会
計
決
算

　

診
療
所
建
設
に
よ
る
町
債

の
償
還
が
平
成
13
年
度
、
令

和
４
年
度
大
規
模
改
修
の
償

還
が
令
和
５
年
度
よ
り
始
ま

っ
て
い
る
。

　

病
院
事
業
に
お
い
て
は
市

町
村
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
と
こ
ろ
で
歳
入
減
が
発

生
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
厳
し
い
経
営
状
況
と
思
い

ま
す
が
、
町
民
か
ら
頼
り
に

さ
れ
地
域
に
と
っ
て
必
要
な

医
療
を
継
続
的
に
か
つ
安
定

的
に
提
供
し
、
安
心
・
安
全

で
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
地

域
医
療
機
関
を
目
指
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
一
般
会
計
決
算

　

令
和
６
年
度
決
算
に
お
け

る
歳
出
総
額
は
１
８
３
億
円

と
前
年
比
16
億
円
増
加
し
借

金
で
あ
る
町
債
残
高
も
１
７

７
億
円
と
前
年
比
27
億
円
増

加
し
て
い
る
が
、
主
要
財
政

指
数
の
将
来
負
担
比
率
は
3.8

％
と
低
く
貯
金
で
あ
る
基
金

は
前
年
比
11
億
円
多
い
56
億

円
で
基
金
額
比
率
は
１
１
０

％
と
道
内
市
町
村
の
中
庸
の

位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
総

じ
て
財
政
状
況
は
良
好
な
状

態
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

町
の
課
題
解
決
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
決
算
で
は
次
の
３

点
に
つ
い
て
今
後
配
慮
頂
き

た
い
。

●
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

の
区
分
整
理
に
つ
い
て

　
「
負
担
金
及
び
補
助
及
び

交
付
金
」で
約
３
８
０
件
支

出
し
て
い
る
が
そ
の
区
分
が

一
部
混
在
し
て
い
る
の
で
次

の
区
分
に
よ
り
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

負
担
金　

法
令
ま
た
は
契

約
等
に
よ
り
町
が
負
担
す
る

費
用

　

補
助
金　

特
定
事
業
育
成

の
た
め
公
益
上
必
要
と
認
め

た
場
合
に
支
出
す
る
費
用

（
支
払
い
証
拠
書
類
の
提
示

を
求
め
る
）

　

交
付
金　

公
共
的
団
体
等

に
報
償
と
し
て
一
方
的
に
支

払
う
費
用（
支
払
い
証
拠
書

類
の
提
示
を
求
め
な
い
）

●
契
約
変
更
に
つ
い
て

　

当
初
契
約
内
容
が
変
更
に

監
査
委
員
の
意
見　
令
和
６
年
度

長原代表監査委員

●
土
地
開
発
基
金
運
用
状
況

　

定
額
の
資
金
運
用
を
す
る

た
め
の
基
金（
土
地
開
発
基

金
）の
令
和
６
年
度
の
収
支

の
状
況
は
、
町
有
地
と
し
て

売
却
し
た
も
の
２
か
所
、
売

却
額
合
計
１
１
８
万
円
と
利

息
額
12
万
円
の
合
計
１
３
０

万
円
を
積
立
、
３
件
の
土
地

購
入
費
４
５
９
８
万
円
を
支

消
し
て
お
り
、
現
金（
預
貯

金
）年
度
末
残
高
は
７
７
９

７
万
円
と
な
り
、
土
地
購
入

に
よ
る
運
用
額
１
億
２
４
０

７
万
円（
７
件
分
）と
の
合
計

額
は
、
２
億
２
０
４
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
運
用
は
設

置
目
的
に
沿
っ
て
正
規
な
手

続
き
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も

の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
下
水
道
事
業
会
計
決
算

　

地
方
公
営
企
業
法
に
定
め

ら
れ
た
決
算
書
類
並
び
に
財

務
諸
表
及
び
付
属
書
類
が
適

法
に
作
成
さ
れ
、
出
納
事
務

に
お
け
る
計
数
は
正
確
で
あ

り
、
か
つ
そ
の
予
算
執
行
も

適
正
で
あ
る
と
認
め
ま
す
。 

　

し
か
し
、
昨
年
よ
り
指
摘

し
て
い
る
固
定
資
産
の
正
確

な
把
握
が
行
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
経
営
成
績
及
び
財

政
状
況
の
把
握
は
困
難
な
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
か
ら
下
水
道
事
業

を
含
め
た
地
方
公
営
企
業
に

対
し
て
令
和
７
年
度
中
に
正

確
な
資
産
把
握
に
基
づ
く

「
経
営
戦
略
」の
改
訂
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
経
営
戦

略
改
訂
が
令
和
８
年
度
か
ら

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金（
建
設
事
業
に
対
す
る
国

の
交
付
金
）の
交
付
要
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

西
部
処
理
区
の
旭
川
広
域

圏
下
水
道
施
設
処
理
負
担
金

が
令
和
６
年
度
よ
り
1.2
倍
と

な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
下
水

道
管
路
施
設
の
対
応
年
数
50

年
を
経
過
し
た
施
設
が
今
後

増
加
し
更
新
工
事
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
早
急
に

正
確
な
資
産
把
握
に
基
づ
く

経
営
戦
略
の
改
訂
業
務
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

監査委員の意見
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（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

昨
年
度
と
比
較
し
て
更
に

米
価
が
高
騰
し
、
家
計
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
で
あ
る
農
家
は
、

米
価
の
高
騰
を
歓
迎
し
て
い

る
一
方
で
消
費
者
は
、
東
川

米
は
ブ
ラ
ン
ド
米
と
な
り
、

購
入
価
格
も
一
層
高
く
、
自

分
た
ち
が
住
む
町
の
米
を
容

易
に
口
に
す
る
こ
と
も
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
声

も
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、

生
産
者
と
消
費
者
が
東
川
米

の
収
穫
を
共
に
喜
び
、
自
然

の
恵
み
を
分
か
ち
合
う
こ
と

が
で
き
る
一
つ
の
方
法
と
し

て
、
町
か
ら
町
民
一
人
当
た

り
に
東
川
米
を
５
㎏
程
度
を

配
布
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

町　

長

　

米
価
高
騰
の
生
活
支
援
、

生
産
者
と
消
費
者
が
一
緒
に

米
の
収
穫
を
喜
び
合
う
機
会

も
作
る
と
い
う
考
え
、
米
価

の
高
騰
も
含
め
た
物
価
高
騰

対
策
の
支
援
の
必
要
性
は
十

問答
米
価
高
騰
対
策
、町
民
へ
東
川
米
の
支
援
を

米
価
高
騰
対
策
、町
民
へ
東
川
米
の
支
援
を

東
川
町
農
協
と
連
携
し
、米
価
の
安
定
を
目
指
す

東
川
町
農
協
と
連
携
し
、米
価
の
安
定
を
目
指
す

分
に
理
解
で
き
、
過
去
に
町

で
東
川
米
の
配
布
を
行
っ
た

年
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
東
川

町
農
協
で
ゆ
め
ぴ
り
か
10
㎏

６
８
０
０
円
、
な
な
つ
ぼ
し

10
㎏
６
４
０
０
円
で
定
期
配

送
に
て
販
売
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

５
㎏
で
４
０
０
０
円
を
超

え
る
中
、
こ
の
価
格
で
販
売

す
る
東
川
町
農
協
の
思
い
と

し
て
は
、
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
完
成
に
よ
り
精
米
施
設
等

含
め
た
一
貫
し
た
生
産
が
で

き
る
体
制
が
で
き
た
中
で
さ

ら
に
町
民
の
皆
さ
ん
に
で
き

る
だ
け
安
定
し
た
価
格
で
東

川
米
を
供
給
し
て
い
き
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

　

町
は
東
川
町
農
協
の
政
策

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

安
定
し
た
価
格
で
町
民
が
東

川
米
を
購
入
で
き
る
こ
と
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
現
状
、
町
民
に
米
を
配

布
す
る
支
援
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

質　

問

　

国
の
政
治
が

混
沌
と
し
て
い

く
中
で
明
る
い

話
題
を
提
供
す

る
一
環
で
も
町

民
に
米
を
配
布

で
き
た
ら
と
の

考
え
も
あ
り
ま

す
。

　

ラ
イ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
建
設

に
は
54
億
円
の

費
用
が
か
か
り
、

当
初
は
国
、
町
、
農
協
で
費

用
を
分
担
す
る
予
定
で
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
政
策

変
更
に
よ
り
町
の
負
担
を
大

幅
に
増
や
し
、
農
協
の
負
担

を
軽
減
す
る
政
策
を
採
っ
た

経
過
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
も
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
等
し
く
東

川
米
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
再
考
で
き
ま
せ
ん
か
。

町　

長

　

非
常
に
理
解
で
き
る
考
え

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ラ
イ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
に
よ
り
、

今
後
も
東
川
町
農
協
が
市
場

価
格
よ
り
も
安
価
に
東
川
米

の
販
売
を
実
現
す
る
こ
と
が

町
民
に
と
っ
て
一
番
の
米
の

支
援
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

は
米
の
高
騰
も
あ
り
ま
す
が

他
の
物
価
も
あ
が
っ
て
お
り
、

全
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
東

川
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
ー
ド
10

％
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
年
末
に

行
う
予
定
で
す
。

杉 本 　岳 大

一般質問
（４議員が登壇）
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（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

織
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
公

有
化
に
至
っ
た
経
緯
は
。

町　

長

　

椅
子
研
究
家
で
あ
る
織
田

憲
嗣
氏
は
50
年
以
上
に
わ
た

り
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
家
具
や

日
用
品
を
世
界
各
地
か
ら
収

集
し
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

総
数
に
す
る
と
２
万
点
ほ

ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

内
訳
は
家
具
・
照
明
・
食
器

・
お
も
ち
ゃ
・
日
用
品
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

松
岡
前
町
長
を
中
心
に
関

係
団
体
と
協
議
を
重
ね
、
平

成
29
年
に
公
有
化
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

財
源
は
地
方
創
生
推
進
交

付
金
・
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
、
総
額
約
３
億
円
を
段

階
的
に
支
払
っ
て
取
得
し
ま

し
た
。

　

購
入
品
は
椅
子
を
中
心
に

１
３
１
２
点
で
、
加
え
て
令

和
３
年
度
に
は
５
６
１
点
の

椅
子
が
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は

計
１
８
７
３
点
を
町
の
財
産

と
し
て
保
有
し
て
い
ま
す
。

質　

問

　

保
管
す
る
場
所
、
費
用
、

状
況
は
。

町　

長

　

保
管
場
所
は
３
ケ
所

に
分
か
れ
て
お
り
、
東

町
会
館
に
９
６
５
点
、

旭
川
家
具
工
業
協
同
組

合
の
永
山
倉
庫
に
７
７

６
点
で
、
賃
借
料
が
本

年
度
か
ら
値
上
げ
と
な

り
年
間
１
１
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

３
ケ
所
目
は
、
織
田
邸
に

１
３
２
点
が
あ
り
ま
す
。

　

保
管
状
況
は
、
東
町
会
館

と
織
田
邸
は
完
璧
と
は
い
か

な
く
と
も
、
大
き
な
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

永
山
倉
庫
に
関
し
て
は
老

朽
化
が
進
み
、
一
部
雨
漏
り

す
る
所
が
あ
り
、
早
急
な
改

善
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま

す
。質　

問

　

２
０
１
６
年
か
ら
全
国
へ

貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
が

貸
し
出
し
に
よ
る
収
入
は
い

く
ら
で
す
か
。

町　

長

　

実
績
と
し
て
10
回
の
貸
し

出
し
と
今
後
２
回
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
12
回
の
収
入
額

は
４
７
６
万
円
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
の
貸
出
料
金
と

し
て
、
椅
子
１
点
に
つ

き
１
万
円
と
考
え
、
さ
ら
な

る
価
値
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質　

問

　

文
化
財
登
録
に
よ
る
点
数

と
収
入
金
額
は
。

町　

長

　

１
３
３
１
点
あ
り
、
１
点

に
つ
き
１
万
円
の
特
別
交
付

税
と
し
て
歳
入
が
あ
り
ま
す
。

問答
織
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
有
化
後
の
行
方
は

織
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
有
化
後
の
行
方
は

住
民
理
解
を
図
り
な
が
ら
有
効
に
利
用
し
ま
す

住
民
理
解
を
図
り
な
が
ら
有
効
に
利
用
し
ま
す

質　

問

　

役
場
で
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
応
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

問答
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
は

ス
メ
ン
ト
対
策
は

複
数
人
で
対
応

複
数
人
で
対
応

町　

長

　

令
和
７
年
６
月
に
法
律
の

改
正
が
公
布
さ
れ
、
施
行
日

は
令
和
８
年
度
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
や
条
例
に
つ
い
て

の
制
定
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
上
司
等
と
の
連
携
を
し

っ
か
り
進
め
、
複
数
人
で
対

応
す
る
な
ど
の
工
夫
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
応
と
し

て
、
職
員
を
守
る
と
い
う
観

点
だ
け
で
は
な
く
、
良
質
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う

に
維
持
し
な
が
ら
対
応
す
る

か
と
い
う
点
も
重
要
と
考
え

な
が
ら
行
っ
て
い
き
ま
す
。

織田コレクション ― イス

飯 塚 　達 央

一般質問

北海道カスハラ防止条例施行ポスター

（7）東川町議会報 207 号



質　

問

　

町
に
来
る
に
は
基
線
、
東

神
楽
線
、
北
５
線
の
道
道
の

３
路
線
が
主
な
道
路
に
な
り

ま
す
。

　

町
の
郊
外
に
住
む
高
齢
者

宅
に
二
人
の
男
が
火
災
報
知

器
の
点
検
を
装
っ
て
侵
入
し
、

置
い
て
あ
っ
た
財
布
が
盗
ま

れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
街
地
の
空
き
家
に
も
空

き
巣
が
入
り
、
西
３
号
沿
い

の
農
家
の
敷
地
に
置
い
て
あ

る
ユ
ン
ボ（
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
）

も
窃
盗
未
遂
に
遭
い
ま
し
た
。

　

昨
今
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
、

詐
欺
や
窃
盗
事
件
が
起
こ
っ

た
際
に
、 

防
犯
カ
メ
ラ
映
像

に
よ
り
解
決
し
た
こ
と
が

度
々
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
事
件
・
事
故
・
犯

罪
発
生
の
抑
止
と
防
犯
の
意

味
を
含
め
基
線
と
西
４
号
と

の
交
差
点
付
近
、
北
５
線
の

東
川
町
と
旭
川
市
の
境
界
辺

り
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

検
討
し
ま
せ
ん
か
。

町　

長

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
全
国
各
地

で
活
用
さ
れ
、
犯
罪
抑
止
に

加
え
、
事
件
発
生
後
の
捜
査

に
活
用
さ
れ
る
一
方
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
や
監
視
社
会

の
懸
念
と
い
っ
た
課
題
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
川
町
は
人
と
人
の
繋
が

り
を
大
切
に
適
疎
な
町
で
あ

り
民
間
事
業
者
に
よ
る
住
み

心
地
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
２
年

連
続
全
国
１
位
と
な
り
、
そ

の
理
由
の
１
つ
に
治
安
の
良

さ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
が
町
内
全
域
に
一
律
に

設
置
す
る
こ
と
は
費
用
対
効

果
の
観
点
も
含
め
て
現
実
的

で
は
な
く
、
住
民
か
ら
の
設

置
の
要
望
も
な
く
、
指
摘
に

あ
る
２
ヶ
所
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
は
北
５
線

旭
川
市
道
の
境
界
付
近
は
車

両
監
視
が
主
と
な
る
た
め
に

効
果
が
限
定
的
で
あ
り
設
置

は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

西
４
号
交
差
点
付
近
は
市

街
地
の
中
心
で
人
通
り
も
多

く
、
東
川
駐
在
所
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
踏
ま
え
、
一
定

の
必
要
性
は
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
道
草
館
、
せ
ん
と

ぴ
ゅ
あ
、
そ
ら
い
ろ
な
ど
の

公
共
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
る
他
、
ど
ん
と

こ
い
祭
り
の
際
に
は
、
屋
外

の
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
の
試
行
設

置
を
行
う
な
ど
、
人
の
集
ま

る
場
所
は
施
設
管
理
と
合
わ

せ
た
防
犯
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。

再
質
問

　

今
年
に
入
り
、
深
夜
に
農

問答
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

公
共
施
設
を
中
心
に
防
犯
対
策
を
工
夫

公
共
施
設
を
中
心
に
防
犯
対
策
を
工
夫

作
物
が
畑
か
ら
盗
ま
れ
る
被

害
が
出
て
い
ま
す
。

　

あ
る
地
区
で
は
、
農
作
物

を
害
獣
被
害
か
ら
守
る
た
め

に
電
気
柵
を
設
置
し
た
が
そ

の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
盗
ま
れ
た

な
ど
の
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
か
ら

車
両
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
確
認

し
解
決
で
き
る
場
合
も
あ
る

の
で
、
安
心
し
て
住
め
る
ま

ち
に
す
る
た
め
に
、
設
置
を

検
討
し
ま
せ
ん
か
。

町　

長

　

そ
の
設
置
の
義
務
が
誰
に

あ
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
も

踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
町
が

全
て
設
置
を
し
て
い
く
の
は

経
費
、
管
理
面
含
め
て
実
際

に
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

必
要
性
は
十
分
に
理
解
で

き
ま
す
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

す
ぐ
の
設
置
と
は
判
断
で
き

る
状
況
に
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、 

公
共
施
設
を
中

心
に
防
犯
対
策
と
併
せ
て
工

夫
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

山 家 　祥 幸

一般質問

防犯カメラ

東川町議会報 207 号（8）



（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

計
画
の
概
要
、
進
捗
状
況
、

資
金
な
ど
は
。

町　

長

　

昨
年
度
ま
で
は
活
性
化
に

向
け
た
基
本
構
想
を
ま
と
め
、

今
年
度
か
ら
は
基
本
計
画
を

作
成
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

町
内
部
や
観
光
協
会
関
係

者
と
意
見
交
換
を
行
う
予
定

で
す
。

　

基
本
構
想
の
段
階
で
は
、

全
体
事
業
費
は
概
算
13
億
５

０
０
０
万
円
（
旧
天
人
閣
跡

９
億
３
０
０
０
万
円
、
旧
天

人
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
跡
４

億
２
０
０
０
万
円
）
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

財
源
は
国
や
環
境
省
の
補

助
金
を
模
索
し
つ
つ
、
町
は

辺
地
債
、
美
瑛
町
は
過
疎
債

を
活
用
す
る
方
向
で
協
議
が

進
ん
で
い
ま
す
。

質　

問

　

基
本
計
画
の
考
え
は
。

町　

長

　

旧
天
人
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
跡
地
は
駐
車
場
を
中
心
に

整
備
し
、
斜
面
を
補
強
し
た

う
え
で
川
沿
い
に
展
望
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
る
予
定
で
す
。

　

足
湯
に
つ
い
て
は
そ
の
ま

ま
活
用
す
る
か
新
設
す
る
か

検
討
中
で
、
機
械
室
と
併
せ

て
ト
イ
レ
の
設
置
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

旧
天
人
閣
跡
地
は
北
海
道

管
理
の
遊
歩
道
と
連
携
し
、

回
遊
で
き
る
園
路
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。

　

急
斜
面
へ
の
対
応
や
国
立

公
園
内
で
の
植
栽
規
制
を
踏

ま
え
、
土
留
め
や
適
切
な
植

栽
方
法
を
省
庁
と
協
議
し
て

い
ま
す
。

　

園
路
に
足
湯
や
展
望
台
、

ベ
ン
チ
を
配
置
し
、
訪
れ
る

人
が
温
泉
地
ら
し
さ
を
感
じ

く
つ
ろ
げ
る
空
間
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

近
隣
の
豊
富
な
温
泉
源
を

活
用
し
、
旧
天
人
閣
エ
リ
ア

の
施
設
や
旧
天
人
峡
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
跡
地
の
足
湯
、
し

き
し
ま
荘
へ
の
供
湯
も
検
討

中
で
す
。

　

羽
衣
の
滝
へ
続
く
遊
歩
道

は
既
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

滝
手
前
の
老
朽
化
し
た
ト

イ
レ
の
改
修
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
年
度
中
に
利
用
可
能

と
な
る
予
定
で
す
。

　

天
人
峡
地
区
を
自
然
や
温

泉
資
源
を
生
か
し
た
魅
力
あ

る
観
光
拠
点
へ
と
再
生
す
る

方
向
性
で
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

質　

問

　

足
湯
の
更
な
る
整
備
、
遊

歩
道
に
電
気
バ
ス
を
利
用
す

る
、
山
岳
史
家
の
故
清
水
敏

一
氏
の
意
向
を
考
慮
し
た
構

想
や
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

町　

長

　

足
湯
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も

含
め
魅
力
あ
る
憩
い
の
場
を

作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

電
気
バ
ス
等
の
利
用
は
、

遊
歩
道
を
気
持
ち
よ
く
歩
い

て
散
策
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
主
に
考
え
て
い
ま
す
が
、

故
清
水
敏
一
氏
の
意
向
と
同

様
に
様
々
な
可
能
性
を
考
え

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問答
天
人
峡
温
泉
地
区
の
進
捗
状
況
は

天
人
峡
温
泉
地
区
の
進
捗
状
況
は

基
本
構
想
を
示
し
、基
本
計
画
を
作
成
中

基
本
構
想
を
示
し
、基
本
計
画
を
作
成
中

鶴 間 　松 彦

天人峡羽衣の滝 天人峡再開発全体図

一般質問

（9）東川町議会報 207 号



　
　

全
道
議
会
議
員
研
修
会

　

講
師
に
、
環
境
法
・
行
政

法
・
地
方
自
治
法
を
専
門
と

す
る
西
南
学
院
大
学
法
学
部

助
教
授
の
勢
一
智
子
氏
が

「
地
方
議
会
に
お
け
る
議
員

の
多
彩
化
に
向
け
て
〜
地
域

社
会
の「
鏡
」と
し
て
の
議
会

を
考
え
る
〜
」と
題
し
て
、

岩
手
県
知
事
、
野
村
総
合
研

究
所
顧
問
を
歴
任
し
人
口
戦

略
会
議
副
議
長
を
務
め
る
増

田
寛
也
氏
が「
人
口
減
少
社

会
を
生
き
抜
く
た
め
に
」と

題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
師　

勢
一 

智
子 

氏

　

勢
一
氏
は
、
全
国
的
に
人

口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
し

地
方
公
共
団
体
の
経
営
資
源

が
制
約
さ
れ
る
中
で
、
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
や
地
域
課
題
に
対
応
す
る

に
は
地
域
の
多
様
な
民
意
を

集
約
し
、広
い
見
地
か
ら
個
々

の
住
民
の
利
害
や
立
場
の
違

い
を
包
摂
す
る
地
域
社
会
の

あ
り
方
を
議
論
す
る
議
会
の

役
割
が
益
々
重
要
と
な
る
と

提
示
。

　

議
会
議
員
の
構
成
は
住
民

の
構
成
と
比
較
し
て
女
性
や

60
歳
未
満
の
割
合
が
極
め
て

低
い
な
ど
多
様
性
を
欠
く
状

況
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
課

題
で
あ
る
と
指
摘
し
、
住
民

の
議
会
に
対
す
る
関
心
を
上

げ
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
、
勤
労
者
に
合
わ
せ
た
夜

間
・
休
日
な
ど
の
議
会
開
催
、

女
性
や
若
者
、
育
児
・
介
護

に
関
わ
る
人
が
参
画
し
や
す

い
会
議
規
則
の
策
定
、
議
員

の
処
遇
改
善
、
議
会
の
情
報

発
信
の
充
実
や
住
民
が
議
会

に
参
画
す
る
機
会
の
充
実
な

ど
、
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
分

か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
師　

増
田 

寛
也 

氏

　

増
田
氏
は
、
国
が
６
月
13

日
に
閣
議
決
定
し
た「
地
方

創
生
2.0
基
本
構
想
」の
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
し
、人
口
減
少
が

進
行
す
る
中
で
も
持
続
可
能

な
地
方
自
治
体
行
政
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
何
が
重
要
か

お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

自
治
体
職
員
の
仕
事
量
は

ま
す
ま
す
増
え
て
お
り
、
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
交

付
金
申
請
業
務
な
ど
に
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
足
り
な
い
と
こ
ろ

を
職
員
が
補
う
と
い
う
時
代

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

指
摘
。

　

北
海
道
が
今
後
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
と

し
て
３
つ
の
提
言
を
し
ま
し

た
。

①
市
町
村
が
身
軽
に
な
れ
る

法
体
系
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
、
定
型
的
な
業
務
は

道
の
垂
直
補
完
と
市
町
村
同

士
の
連
携
の
水
平
補
完
で
行

い
、
市
町
村
が
行
う
の
は
重

要
な
こ
と
だ
け
と
い
う
形
に

し
て
い
き
、
早
い
段
階
で
北

海
道
モ
デ
ル
を
作
っ
て
い
く
。

②
都
市
と
地
方
の
両
方
に
生

活
拠
点
を
持
つ「
二
地
域
居

住
」を
広
域
的
な
取
り
組
み

で
促
進
し
、
関
係
人
口
を
増

や
し
地
域
経
済
の
活
性
化
に

繋
げ
て
い
く
。

③
女
性
や
若
者
に
も
選
ば
れ

る
地
域
に
し
て
い
く
た
め
に
、

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
な
ど
の
意
識
改
革
や
魅
力

あ
る
職
場
づ
く
り
に
力
を
入

れ
、
女
性
が
地
方
に
残
り
た

い
、
若
者
が
戻
り
た
い
・
行

き
た
い
と
思
え
る
地
域
を
作

る
。

７
月
８
日
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講師　増田 寛也 氏

講師　勢一 智子 氏

研修会報告

東川町議会報 207 号（10）



意見書

　

一
昨
年
10
月
に
、
複
数
税

率
に
対
応
し
た
仕
入
税
額
控

除
の
方
式
と
し
て
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式(

イ
ン
ボ
イ

ス
制
度)

が
導
入
さ
れ
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
免
税
事

業
者
か
ら
の
仕
入
れ
で
税
額

控
除
が
で
き
な
く
な
る
た
め

小
規
模
事
業
者
や
個
人
事
業

者
は
取
引
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
を
求
め
ら
れ
、
発
行

で
き
な
け
れ
ば
取
引
の
打
ち

切
り
や
不
当
な
値
下
げ
を
強

い
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

結
果
、
免
税
事
業
者
に
も

新
た
な
消
費
税
申
告
・
納
付

義
務
が
生
じ
、
負
担
が
増
す

こ
と
と
な
っ
た
。

①　

安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
を
実
現
す
る
た
め
、

医
師
・
看
護
師
・
介
護
職

員
な
ど
の
配
置
基
準
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
大
幅
に

増
員
す
る
こ
と
。

　
　

医
療
や
介
護
現
場
で
働

く
す
べ
て
の
ケ
ア
労
働
者

の
賃
上
げ
と
人
員
配
置
増

に
つ
な
げ
る
よ
う
、
政
府

の
責
任
に
お
い
て
、
全
額

公
費
に
よ
る
追
加
の
賃
上

げ
支
援
策
を
実
行
す
る
こ

と
。

②　

す
べ
て
の
医
療
機
関
と

介
護
事
業
所
を
対
象
に
、

物
価
高
騰
や
人
件
費
増
を

補
え
る
だ
け
の
診
療
報
酬

意
見
書
を
採
択
し
、
議
長
名
で
、
衆
議
院
議

長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務

大
臣
・
財
務
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
・
内
閣

官
房
長
官
・
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
そ
れ

ぞ
れ
に
送
付
し
ま
し
た
。

意
見
を
採
択
し
、
議
長
名
で
、
内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・

財
務
大
臣
・
総
務
大
臣
そ
れ
ぞ
れ
に
送
付
し
ま
し
た
。

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）の
廃

止
等
を
求
め
る
意
見
書

安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
実
現
の
た
め
人
員

増
と
処
遇
改
善
を
求
め

る
意
見
書

と
介
護
報
酬
を
抜
本
的
に

引
き
上
げ
る
臨
時
改
定
を

実
施
す
る
こ
と
。

③　

医
療
や
介
護
現
場
に
お

け
る「
夜
勤
交
替
制
労
働
」

に
関
わ
る
労
働
環
境
を
抜

本
的
に
改
善
す
る
こ
と
。

⑴
労
働
時
間
の
上
限
規
制
や

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
確

保
、
夜
勤
回
数
の
制
限
な

ど
、
労
働
環
境
改
善
の
た

め
の
規
制
を
設
け
、
実
効

性
を
確
保
す
る
た
め
の
財

政
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

⑵
夜
勤
交
替
制
労
働
者
の
週

労
働
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
。

⑶
介
護
施
設
や
有
床
診
療
所

な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る

「
１
人
夜
勤
体
制
」
を
な

く
し
、
複
数
夜
勤
体
制
と

す
る
こ
と
。

④　

新
た
な
感
染
症
や
災
害

対
策
に
備
え
る
た
め
、
公

立
・
公
的
病
院
を
拡
充
・

　

制
度
導
入
か
ら
１
年
が
経

過
し
、
事
務
負
担
や
経
営
悪

化
を
訴
え
る
声
が
多
数
上
が

っ
て
お
り
、
経
営
活
動
へ
の

影
響
は
深
刻
で
あ
る
。

　

物
価
高
騰
や
人
材
不
足
が

進
む
中
で
制
度
に
よ
る
負
担

は
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て

看
過
で
き
な
い
。

　

国
の
支
援
処
置
の
拡
充
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
小

規
模
事
業
者
の
持
続
性
を
考

え
る
と
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

そ
の
も
の
を
廃
止
す
べ
き
で

あ
る
。

　

ま
た
電
子
帳
簿
保
存
方
法

に
基
づ
く
義
務
化
も
小
規
模

事
業
者
に
過
大
な
負
担
を
与

え
て
い
る
。

　

よ
っ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

等
を
早
急
に
廃
止
す
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。

強
化
し
、
保
健
所
の
増
設

な
ど
公
衆
衛
生
体
制
を
拡

充
す
る
こ
と
。

⑤　

患
者
・
利
用
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
。

令和７年度　町民と議会の意見交換会
11/ ９（日）10：00～ 12：00
11/10（月）18：00～ 20：00
東川町役場　大会議室（３階）

日時

会場

お問い合わせ：東川町議会事務局 ℡ 0166-82-2111
　　　　　　　　E-mail  gikai.jimukyoku@town.higashikawa.lg.jp
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　（令和７年８月６日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・25,000千円を増額し、総額15,621,659千円とする。 原案可決

・上岐登牛道路改良工事請負契約（契約金額57,530千円）
・万年橋架替工事２工区請負契約（契約金額183,150千円）

原案可決
〃

　（令和７年９月９日～ 16日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・原案のとおり認定。
・　　　〃
・　　　〃

原案認定
〃
〃

・3,143,606千円を増額し、総額18,765,265千円とする。 原案可決

・国の標準準拠システムへの移行に伴い、個人情報の独自利用を行う新たな業務として、住登外者宛名番
号を付番・管理する事務に関する事項を加える改正
・人事院が定めた仕事と生活の両立支援拡充に対応するため妊娠・出産を申し出た職員、３歳未満の子を
養育する職員及び介護に直面した職員に対し必要な情報提供や意向確認のための措置を規定する改正。
・人事院が定めた仕事と生活の両立支援拡充に対応するため、新たに1年度の間に77時間30分を限度とす
る第２号保育時間を新たに規定する改正。
・乗合バスの名称を「しずくらいん」に改め、定期運賃額を計算式から実金額の表記に改める改正。

原案可決

〃

〃

〃

・任期満了に伴う宇佐美昇氏の選任（再任）。
・任期満了に伴う杉山昌次氏の任命（再任）。
・及川めぐみ氏の任期満了に伴う大塚祐子氏の任命（新任）。
・善行表彰２名11法人（藤田裕三氏、西山陽一氏、株式会社産業創成アドバイザリー、バーセタル株式会社、
株式会社インテリックス、株式会社R-body、エア・ウォーター・産業・医療ガス株式会社、株式会社
スピック、株式会社竹村コーポレーション、大地コンサルタント株式会社、株式会社盛永組、株式会社
髙組、株式会社内田洋行）

原案同意
〃
〃
〃

・地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づく報告。 報 告 済

・西５号道路改良工事請負契約（契約金額101,640千円円）。
・加盟団体である江差町・上ノ国町学校給食組合の解散に伴う規約の変更。
・　　　　　　　　　　　　　　〃
・　　　　　　　　　　　　　　〃

原案可決
〃
〃
〃

・山家祥幸議員より、意見書について趣旨説明。
・杉本岳大議員より、意見書について趣旨説明。

原案可決
〃

・総務文教・産業建設・議会運営の各委員長からの申し出。
・上川管内町村議会議員研修会に全議員を派遣する。
　総務文教常任委員会所管事務調査に総務文教常任委員会委員を派遣する。
　産業建設常任委員会所管事務調査に産業建設常任委員会委員を派遣する。

原案可決
〃

●●●議会を傍聴しませんか●●●次回は12月11日～12日の予定です。

町議会では、町民の暮らしに関する重要な事柄が審議されています。
　　議場は、役場３階、傍聴席は30席あります。
　　団体の傍聴は、資料の準備もありますので、事前にお知らせください。

議会事務局
82－2111

東川町議会報 207 号（12）



全員協議会の開催状況
区　　　分 開　　催　　日 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名

第８回全員協議会 令和７年８月６日 ・町からの情報提供事項について

第９回全員協議会 令和７年８月28日 ・町からの情報提供事項について

第５回臨時会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

補正予算 ・令和７年度　東川町一般会計補正予算（第３号）について

その他案件 ・上岐登牛道路改良工事請負契約について
・万年橋架替工事２工区請負契約について

第３回定例会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

決算認定
・令和６年度　東川町一般会計歳入歳出決算認定について
・令和６年度　国民健康保険東川町立診療所特別会計歳入歳出決算認定について
・令和６年度　東川町下水道事業会計決算認定について

補正予算 ・令和７年度　東川町一般会計補正予算（第４号）について

条 例 等

・東川町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について

・職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

・職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

・東川町乗合バスの運行に関する条例の一部を改正する条例の制定について

人事案件

・東川町固定資産評価審査委員会委員の選任について
・東川町教育委員会教育長の任命について
・東川町教育委員会委員の任命について
・被表彰者の推薦について

報 告
・令和６年度　東川町一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに東川町下水道事業会計決算に係る健全
化判断比率及び資金不足比率について

その他案件

・西５号道路改良工事請負契約について
・北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について
・北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について
・北海道市町村総合事務組合規約の変更について

意 見 書
・適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止を求める意見書
・安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書

そ の 他

・閉会中の所管事務等の調査の申し出
・議員派遣について

（13）東川町議会報 207 号



会議の記録はせんとぴゅあⅡ閲覧室とホームページで見ることができます。

８月

９月

10月

１日　写真甲子園2025表彰式・閉会式
　　　無縁墓碑慰霊祭
２日　第41回写真の町東川賞授賞式
５日　ひがしかわライスターミナル竣工式
６日　東川町議会第５回臨時会
　　　第８回全員協議会
19日　北海道町村議会議長会議会広報研修会（札幌市）
　　　第10回高校生国際交流写真フェスティバル開会式
21日　上川町村議会議長会中央部会定例会議（当麻町）
22日　例月公金出納検査
23日　第９回高校生国際交流写真フェスティバル閉会式
26日　定例会前常任委員会
27日　丹丘蒸留所オープニングセレモニー
　　　美瑛・東神楽・東川町議会議員交流会（東神楽町）
28日　第９回全員協議会

　　２日　第５回議会運営委員会
　　　　　第47回北海道神宮神饌田抜穂祭
　　３日　令和６年度決算監査講評
　　６日　第45回札幌東川会総会
　　９日　令和７年東川町議会第３回定例会（１日目）
10～11日　各常任委員会議案調査（決算審査）
　　16日　令和７年東川町議会第３回定例会（２日目）
　　18日　東川日本語学校第20回卒業式
　　24日　交通安全祈願祭
　　　　　例月公金出納検査
25～26日　行政監査
　　26日　東川国際文化福祉専門孝校日本語学科9月期卒業式

　　１日　東川町乗合バス　しずくらいん出発式
　　　　　令和７年第６回臨時会
　　２日　東川日本語学校第21回入学式
　　　　　議会報編集特別委員会①
２～３日　上川管内町村議会議長研修会（南富良野町）
　　３日　東川国際文化福祉専門孝校日本語学科10月期入学式
　　　　　セレッソひがしかわ会設立式
　　４日　ひがしかわ株主総会2025
　　８日　議会報編集特別委員会②
　　９日　上川町村議会議長会中央部会正副議長研修会（比布町）
　　12日　第１回ひがしかわ新米祭2025
15～17日　上川中央部監査委員行政視察（東京都）
　　16日　家畜感謝祭
　　20日　例月公金出納検査
　　21日　議会報編集特別委員会③
22～24日　定例監査
　　25日　東川小学校学習発表会
　　　　　東川第一・第二・第三小学校学芸会
27～28日　総務文教常任委員会所管事務調査（札幌市・浦河町）
29～30日　産業建設常任委員会所管事務調査（江別市・小樽市）
　　31日　タイ国チェンライ市教育文化等交流に関する覚書締結式

弘前れんが倉庫美術館視察

探究蒸留所オープンセレモニー

　ひがしかわ株主総会2025

発行：東川町議会／編集：議会報編集特別委員会　〒071‒1492 北海道上川郡東川町東町１丁目 ☎0166‒82‒2111 東川町議会報 207 号（14）
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